
唐代皇后の地位についての一考察
-則天武后上台の歴史的背景-

言語: jpn

出版者: 明治大学東洋史談話会

公開日: 2021-01-28

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 氣賀澤, 保規

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/21388URL



《論説》

の地位について
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と れてし
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めぐる制度問題

と則天武后

占める皇后位

唐代女性の歴史的位置一

、，口という時期は女性が最も活発に、ま

そうした時代の空気を身をもって体現し、、

（武則天、武照）その人であっ
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ー、唐代皇后位の不安定性と則天武后
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年ほど (73年 5か月）に止まる。唐朝を 290年とみると、じつに皇后が在位したのは四分の

たという奇妙な様相が浮かび上がるのである。

ると

除いて、

表 2

皇后在位期間

626（武徳9)8月～636

650（永徽 1)1月～655

655（永徽6)10月～683

683（弘道 1)12月～690

(684（嗣聖 1)1~2月）

705（神龍 1)2月～710（景龍4)6月

1) 2月～690（天授 1)9月）

712（先天 1)8月～724（開元 12)7月

758（乾元 l)4月～762

4) 11月～904

正規皇后

（参考）正規・非正規皇后

10) 6月

6) 10月

1) 12月

2) 9月）

9年 10月

5年 9月

23年 2月

(6年 9月）

(1月）

5年4月

(6年 7月）

11年 11月

4年

6年 9月

66年 9月

73年 5月

158頁～162頁所牧

因みにいうと、憲宗の妃であった郭氏は、郭子儀の孫で、母は代宗の長女昇平公主という毛

並みの良さに加え、 とな

12月に、

という

り、 るべき十分な資格を備えてい

と為さん

「歳のこと る

暮れ」であり、「来年は子午の忌がある」つまり禁忌の年にあたるという、よくわからない理

由をつけ しをし、最後まで同意しなかった（『旧唐書』

とって皇后というものは、

＜ 

このように、

と

した前半期では、彼女たちは確固たる位置を築き上げていたのだろうか。

ヽ存在になっていることはわかる

しが る

ちは武

実際は

武后と と

さと

しもそうとはなら

っている。

具体的にいうと、

門の出自にして、太宗が李治 のために決めた人物で、長孫無忌らの有力者に支援され

る にもかかわらず、廃皇后にされ最後は無残に殺されてしまう。また玄宗のも
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と ーの密謀に加わり、 とともに皇后となっ

た王氏にしても、子供ができないということで「廃立」を恐れて「符厭之事」

理由に廃位されている（『旧唐書』巻 51•玄宗廃皇后王氏伝）。

、ヽそれを

とあ られる。彼女

があり、出身も関瀧系の主流に連なる家柄であり、

つ-(._がれは、本来絶大な権力を後宮に振るいえたはずである。しかし彼女は

るは、惟れ家の索なり（『書経』牧誓）。妾は婦人を以て、登に敢えて政事に予聞せんや」

といって、極力政治に関わることを避けようとした（『旧唐書』

た のと されてき

の体制におけ

51 ・太宗長孫皇后伝）。従

なら

していたが故に、自ら

こと と る

-う見てくると、前半期にしても皇后の名は多く して確固たる位置が保証

されていたと

った。

ヽ切れないことがわかる。さらに中宗の皇后尊氏にしても、立場はもっ

自分の産んだ一人息子、李重潤（塾徳太子）は武后に殺されており、生き

つ

て政治を動かす方がむし

ら

なっ よかっ

(707) 7月には、

とって、頼りない

るにもかかわ

こうなった理由は、則天武后

されてきているが、はたしてそれだけのものであったのか。

おそらく とっ った

ら

かヽ。る

となるのであ

また粛宗の張皇后の場合、安史の乱の最中によく

ヽたことに目を向ける

出されるのは、皇后たる

け、出身も祖母が玄宗の叔母

の妹）という血筋もあって皇后に就けられるが、

し、請謁過当なり」といわれる

ってからは「権を禁中

も自

し、

し上げ、

りなが

-とができるのである。

では、以上のような皇后たちの姿にたいし、則天武后はまったく別個の位置を占めた存在と

みるべきであろうか。否そうとはいえない。確かに彼女は激しい権力への意欲を燃やし、多く

し、独自の政策や政治手法をとりながら、最後は女帝にまで上り
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スノ

る動き

巻 86• 

武照という人間にして始めて可能となった事業のよ

と、彼女の立場も決して安定したものでなかった

皇后時代、彼女がいくら宮廷に実権を握ったといっても、

された。その一角には母の理不尽を責める息子（皇太子）李弘がいた（『旧唐書』

巻81本伝）。 この息子を始めとする多くの肉親を殺し、また敵対者を

葬った。彼女をこうまで激しく突き動かしめた背景にも、自らを取り巻く厳しい状況があり、

立ち止まったり一歩でも引くことがあれば、直ちに付け込まれる危険に常にさらされていたこ

とを忘れてはいけない。二帝に仕え、ライバルを排除して皇后となり、

である以上は、彼女はひたすら前に突き進みつづけるしかなかった。

護り、また権力欲をかき立てていったと理解するのが妥当ではなし

る背景には、そうした皇后位が本来抱える体制上の問題にも目を向けておく

てく

のであ

る。

四、後宮制度に占める皇后位

しめた要因の一つに、このよう もつところの問題があったとし

て、

がうと、およそ

どのような位置づけがなされていたのであろう

12の内官・宮官の条や『通典』巻 34• 

ことができる。

らうか

3人

皇后

・・・六尚 （尚宮局・

6人

正二品

・尚服局・

・賢儀

・芳儀）

・尚寝局・

4人ーオ人 7人

正三品 正四品

・正五品

いうま 後宮の る女性た

ち うした内官系のものと

博＜

12 • 

となる。キがマ． t-！、ニ心 -

猶お女寵を防ぐがごとし。故に内官

ら、

太宗の徐恵の就し るし どはここには出てこない。
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わって、

ておこう。

ぐ唐初からの内官の形態を、 76 • し

捷奸9

これによって、 っヽたとき、

わかる

と

ったのが、

していたことが

る位置に立つのか。当然、皇

し、他方夫人（妃）以下は

だがそうした制度上において、

いかなる場を占めるのかは明確さを欠く。六尚といわれるものの職務内容を見ても、皇后とど

う連携・指揮の下で動くのかは具体的に示されていない。しかも後宮には皇帝が関わり、六尚

の仕事もこちらに力点があるように映る。後宮はむしろ皇后が存在しなくとも、あるいはその

存在を想定しないで動けるシステムになっていた可能性は考えられてもよい。

後宮の管轄・運営が皇后を介することなく進められた場合、それに代わり

いてしかない。かりに皇帝に寵愛さ

のは皇帝を措

で内官中の一人の身分であ

っても、あくま

る。

こうしたところから、皇帝の後宮への権限の強さが浮き彫りになるが、これに関連して、つぎ

の有名な話が想起される。すなわち武后が皇后位を奪取したのち、宮中の一隅に前呈后王氏と

彼女と寵愛を争った前良梯菊氏が幽閉されていたが、そこに高宗が会いに行き、幽閉の牢屋か

ら出すことを約束しにそれを聞いた武后は激怒し、そこで高宗に迫って杖刑ー百に処する詔

を出させ（『新唐書」巻 76・廃后王氏伝）、その上で勝手に手足を裁去する残酷な刑を執行し

たという話である。武后は当時正皇后であったから、当然後宮の一切を統括しうる立場にあっ

た。しかも彼女が求めた刑は杖刑であって、死刑ではなかった。とすると、この案件では皇后

かされて問題がないように映るが、にもかかわらず、二人の杖刑のために皇帝

（高宗）の詔を必要とした。微妙な背後の事情があるにせよ、この一事をとっても、

これ な しかし他に

7
 



そのこと

つ

よ ったと

とっ

ことであ

目

ら

り

つ

ら

も

と

るといってよいのではなし

でき

されるように、こ

たる

しヽう

し‘

もと た れるのであ

8
 



《参考文献》

高世鍮著

明訳、

向淑雲著

仁井田陸著

（三秦出版社,1988 日本語版

1942年）

1991 

「家族法」、

・任

「婚姻

李樹桐著『唐史索隠』（台湾商務印書館、 1988年）拾「唐人的婚姻」

氣賀澤保規著『則天武后』（白帝社、 1995

氣賀澤保規「則天武后 中国史上の頂点を極めた唯一の女性」（『月刊しにか』 1999年 11月

陳弱水

1998年）

段塔麗著 2000年）

ー」

68 

83-2、2001

（付記）本稿では則天武后の登場 と背景に関係して、唐の後宮や皇后位の制度上

の特質について概観した。この問題をめぐっては、直接関係する先行研究が管見のなかで見出

せなかったため、注の形で提示することができなかった。また依拠した史料も、「新旧両唐書』

后妃伝にほぼ限られ、それら関係記事はすべて本文中に組み込んだ結果、全体を通じて注記の

なし

がりをみせる

ん ること

と認識している。

たい。

ぐる研究、

され、したがっ

と

く

，
 



表 l 唐后妃一覧（典拠欄： 11::1＝旧唐書后妃伝、新＝新唐書后妃伝。数字は巻数と掲載順

呈帝 皇后名 上：生卒年 本貰 親族（父母） 地位的変化 備考 典拠

／在位 靡盆号 下：在位

①高祖
1賓氏 ~611 凩兆始平人 父・賓毅 北周時結婚 善書・エ篇章 旧51-1

（太穆呈后） 母・周武帝姐 隋大業 7年死去 新 76-1

2長孫氏 601 ~636 長安人 父・長孫晟 13歳結婚（隋時） 読書、内助 旧51-2

文徳皇后 626~636 母・高敬徳女 秦王（太宗）妃→呈太子妃 『女則』 10巻 新 76-2

②太宗 兄・長孫無忌 →星后

3徐氏（恵） 627~650 南朝系 父・徐孝徳 オ人→捷奸→充容 学問・詩文 旧51-3

（賢妃） 徐堅之姑 新 76-3

4王氏 650~655 井小11祁人 父・王仁祐 晋王（高宗）妃→皇太子妃 美色、無子 旧51-4

（廃皇后） 従祖母・高祖妹 →皇后→庶人 被武后殺害 新 76-4

5蒲氏 南朝系 淑妃→庶人 被武后殺害 旧51-4b

③高宗 （良梯）

10 

6武氏 623~705 井朴I文水人 父・武士帷 太宗オ人（武媚） 新 76-5

則天皇后 655~683 母・楊氏 →高宗昭儀→皇后→皇太后

（武周皇帝） 669~705 →皇帝

7趙氏 京兆長安人 父・趙瑕 英王（中宗）妃 被武后殺害 旧51-5

（和思呈后） 母・裔祖女 新 76-6

④中宗 8卑氏 ~710 京兆万年人 父・年玄貞 皇太子妃→皇后→失脚→皇 被玄宗処死 旧51-6

順天呈后 705~710 太子妃→皇后→皇太后 新 76-7

(・ 684) 

9劉氏 ~693 徐朴I影城人 祖父・劉徳威 相王（容宗）襦人→皇太子妃 被武后殺害 旧51-8

⑤容宗
（粛明皇后） (684~690) 父・劉延景 →皇后→皇嗣妃 新 76-9

10齋氏 ~693 扶風平陵人 寅抗曾孫 相王濡人→徳妃 被武后殺害 旧51-9

（昭成皇后） 父・孝講（賓皇后同族） 新76-10

11王氏 712~724 同朴I下邦人 父・王仁餃 臨淵王（玄宗）妃→星帝妃→ 参預玄宗政変計 旧51-10

⑥玄宗
皇后 皇后→庶人 画、無子 新 76-11

12武氏 697?~737 井州文水人 武后一族 早年入宮→玄宗恵妃 王皇后失寵後、実 旧51-ll

（貞順皇后） 父・武依止 質上取代之 新 76-12



13楊氏 ~729 i曾祖・ I太子良媛→貴籟 I I日52-1
76-13 

14 

貴妃〕

15張氏 I 758~762 
皇后

I 1 6 平ギ・ 氏 ~757 

I口匡レ、 I父

20独孤氏 ~775 11日52-7

←→ | （貞醍- 21王氏 ~786 

（昭徳皇后）

~809 

23王氏 I 763r-.,,816 
（荘憲皇后）

24郭氏 ~848 l華州鄭県人
（鯰安皇后）

25鄭氏 ~865 李綺侍人→郭氏侍女

| （孝明皇后）
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